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国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　
私
立
学
校
は
、
国
公
立
学
校
と
と
も
に
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
上

で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
国
に
お
い
て
も
、
学
費
の
公
私
間
格
差
是
正
を
目
的

と
し
た
私
立
学
校
振
興
助
成
法
を
昭
和
５０
年
に
制
定
し
、
文
部
省
に
よ
る
国
庫
助
成
た

る
各
種
助
成
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
地
方
自
治
体
で
は
、
財
政
難
を
理
由
と
し
た
私
学
助
成
削
減
の
動
き
が
急

速
に
広
が
っ
て
い
る
。
愛
知
県
に
お
い
て
も
、「
財
政
危
機
」
を
理
由
と
し
て
平
成
１１
年

度
に
総
額
１５
％
、
生
徒
一
人
あ
た
り
約
５
万
円
に
及
ぶ
経
常
費
助
成
（
一
般
）
の
削
減
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
愛
知
県
の
私
学
関
係
予
算
は
、
国
の
私
学
助
成
の
増
額
を
土
台

に
、
経
常
費
助
成
単
価
で
は
徐
々
に
増
額
に
転
じ
て
き
た
が
、
平
成
１９
年
以
降
は
一
進
一

退
と
な
り
、
こ
の
３
年
間
は
国
か
ら
の
財
源
措
置
（
国
基
準
単
価
）
を
下
回
る
状
態
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒
減
と
も
重
な
っ
て
、
多
く
の
学
園
の

経
営
は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
私
学
の
父
母
負
担
を
見
て
も
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
初
年
度
納
付
金
で

６４
万
円
を
こ
え
、
授
業
料
助
成
と
入
学
金
補
助
を
差
し
引
い
て
も
、
学
納
金
は
平
均
で

約
４０
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
昨
今
の
不
況
も
重
な
っ
て
、「
経
済
的

理
由
」
で
退
学
し
た
り
、
授
業
料
を
滞
納
す
る
生
徒
が
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
過
重

な
学
費
負
担
の
た
め
、
私
学
を
選
び
た
く
て
も
選
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
層
が
ま
す
ま
す

広
が
り
、
学
費
の
公
私
格
差
が
学
校
選
択
の
障
害
と
な
り
、「
教
育
の
機
会
均
等
」
が
著

し
く
損
な
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
平
成
２２
年
度
か
ら
「
高
校
無
償
化
」
の
方
針
の
下
、
国
公

立
高
校
の
み
が
無
償
化
さ
れ
て
い
る
。
私
学
へ
も
一
定
の
就
学
支
援
金
が
支
給
さ
れ
た
も

の
の
、
今
な
お
私
学
の
生
徒
と
保
護
者
は
高
い
学
費
、
公
私
間
格
差
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

私
立
高
校
は
生
徒
の
募
集
難
に
苦
し
み
、
私
学
教
育
本
来
の
良
さ
を
損
な
い
か
ね
な
い

状
況
に
置
か
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
公
立
と
と
も
に
、「
公
教
育
」
の
一
翼
を
必
死
に
担

っ
て
き
た
私
学
の
存
在
そ
の
も
の
が
危
う
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

　

愛
知
県
下
の
高
校
生
の
３
人
に
１
人
は
私
学
で
学
ん
で
お
り
、
私
学
も
、
公
立
と
同

様
に
、
公
教
育
を
担
う
教
育
機
関
で
あ
る
。
そ
し
て
私
学
は
、
独
自
の
伝
統
、
教
育
シ

ス
テ
ム
に
も
と
づ
く
教
育
を
提
供
し
、
教
育
改
革
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て

い
る
。

　
国
に
お
か
れ
て
は
、
父
母
負
担
の
軽
減
と
教
育
改
革
を
願
う
広
範
な
父
母
国
民
の
要

求
に
応
え
、学
校
と
教
育
を
最
優
先
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
こ
そ
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
刈
谷
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、
国
の
責
務
と
私
学
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、

父
母
負
担
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
就
学
支
援
金
を
一
層
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
に
基
づ
く
国
庫
補
助
制
度
を
堅
持
し
、
私
立
高
校
以

下
の
国
庫
補
助
金
と
そ
れ
に
伴
う
地
方
交
付
税
交
付
金
を
充
実
し
、
私
立
高
等
学
校
以

下
の
経
常
費
補
助
の
一
層
の
拡
充
を
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
平
成
２４
年
１２
月
２１
日

刈　
谷　
市　
議　
会

主
な

議
案
１２
月定例

会

　

今
回
は
、
刈
谷
市
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど

で
す
。

　

質
疑
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
た
各
委
員
会
の
委
員
長
報
告

を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

■
刈
谷
市
交
通
安
全
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

子
ど
も
及
び
高
齢
者
の
交
通
事
故

の
防
止
並
び
に
飲
酒
運
転
の
根
絶
の

た
め
、
次
の
条
文
を
加
え
ま
す
。

１　

子
ど
も
及
び
高
齢
者
の
交
通
事

故
の
防
止

（
１
）
市
長
は
、
子
ど
も
及
び
高
齢

者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

必
要
な
施
策
を
実
施
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

（
２
）
市
民
及
び
事
業
者
は
、
子
ど

も
及
び
高
齢
者
が
安
全
に
道
路
を
通

行
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す

る
。

（
３
）
高
齢
者
は
、
加
齢
に
伴
っ
て

生
ず
る
身
体
の
機
能
の
低
下
を
理
解

し
、
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

飲
酒
運
転
の
根
絶

（
１
）
市
長
は
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

の
気
運
を
高
め
る
た
め
、
広
報
啓
発

活
動
を
行
う
ほ
か
、
関
係
機
関
等
と

連
携
し
て
必
要
な
施
策
を
実
施
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
２
）
市
民
及
び
事
業
者
は
、
飲
酒

運
転
が
重
大
な
交
通
事
故
の
原
因
と

な
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
、
職
場
、
地
域
等
に
お
い
て
飲

酒
運
転
を
助
長
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

環
境
の
根
絶
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

こ
の
条
例
は
平
成
２５
年
１
月
１
日

よ
り
施
行
し
ま
す
。

〔
問
〕
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
高

齢
者
の
比
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

〔
答
〕
全
国
に
お
け
る
比
率
は
、
平

成
１３
年
は
約
３７
％
で
あ
っ
た
が
、

年
々
比
率
が
上
が
り
、
平
成
２２
年

は
約
５０
％
と
半
数
を
超
え
て
い
る
。

刈
谷
市
も
全
国
的
な
傾
向
と
同
じ

く
全
体
の
半
数
以
上
と
な
っ
て
い

る
。

〔
問
〕
条
文
に
あ
る
「
高
齢
者
は
、

加
齢
に
伴
っ
て
生
ず
る
身
体
の
機

能
の
低
下
を
理
解
し
、
交
通
の
安

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

平
成
２４
年
１２
月
２０
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
（
任
期
は
３

年
で
す
）

石い
し 

川か
わ 

克か
つ 

彦ひ
こ　

氏
（
３
期
目
）

御
幸
町
３
丁
目
６１
番
地

全
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
」
と
い
う
規
定
は
、
ど
う

い
っ
た
内
容
な
の
か
。

〔
答
〕
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、
年

を
重
ね
る
と
身
体
機
能
の
低
下
は

避
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
身
体
能
力
や
視
力
が
低

下
す
る
と
、
と
っ
さ
の
危
険
を
避

け
る
行
動
が
遅
く
な
っ
た
り
、
危

険
の
発
見
が
遅
れ
た
り
す
る
。
ま

た
、
聴
力
が
低
下
す
る
と
、
車
が

近
づ
く
音
に
も
気
づ
か
な
い
な
ど

危
険
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

加
齢
に
伴
う
体
の
変
化
を
高
齢
者

自
身
で
十
分
自
覚
し
、
無
理
を
せ

ず
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
内
容

で
あ
る
。

■
刈
谷
市
公
共
駐
車
場
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

御
幸
駐
車
場
及
び
寺
横
駐
車
場
の

自
動
精
算
機
の
導
入
等
に
伴
い
、
供

用
時
間
や
使
用
料
を
改
正
し
ま
す
。

■
刈
谷
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
施
行
等
に
伴
い
、
次
の
事

務
に
係
る
手
数
料
を
加
え
ま
す
。

（
１
）
低
炭
素
建
築
物
の
普
及
促
進

の
た
め
、
低
炭
素
建
築
物
の
認
定
制

度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
低

炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
認
定
申
請

手
数
料
及
び
低
炭
素
建
築
物
新
築
等

計
画
変
更
認
定
申
請
手
数
料
を
加
え

る
も
の

（
２
）
既
存
の
長
期
優
良
住
宅
の
認

定
制
度
に
お
け
る
計
画
の
変
更
に
係

る
申
請
時
の
手
数
料
と
し
て
、
長
期

優
良
住
宅
建
築
等
計
画
変
更
認
定
申

請
手
数
料
を
加
え
る
も
の

■
刈
谷
市
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
、
旧
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
を
改
修

し
、
新
た
に
刈
谷
市
子
ど
も
相
談
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
制

定
し
ま
す
。

所
在
地

　

刈
谷
市
大
手
町
１
丁
目
５１
番
地

開
設
日

　

平
成
２５
年
４
月
１
日

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

北
部
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
指
定

　

管
理
者
を
指
定
し
ま
す
。

指
定
管
理
者

　

刈
谷
市
都
市
施
設
管
理
協
会

指
定
の
期
間

　

平
成
２５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３０

年
３
月
３１
日
ま
で

　

補
正
予
算
議
案
は
、
全
議
員
で
構

成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
経

て
、
企
画
総
務
、
福
祉
経
済
、
建
設

条　

例　

議　

案

単　

行　

議　

案

補
正
予
算
議
案

御幸駐車場及び寺横駐車場
の供用時間の改正（平成２５
年４月から）

改正前
午前９時から
午後６時まで

改正後
午前０時から
午後１２時まで

改修中の旧社会教育センター

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　

加　

藤　

哲　

也　

氏　
　

東
刈
谷
町
３
丁
目
１９
番
地
１２

　
　

鈴　

木　
　
　

豊　

氏　
　

東
境
町
焼
田
２
番
地
７

　
　

内　

藤　

祐　

滋　

氏　
　

高
松
町
３
丁
目
２
番
地
１

　
　

山　

田　

裕　

子　

氏　
　

日
高
町
１
丁
目
６
０
４
番
地
１

　

補
充
員
（
委
員
に
欠
員
が
あ
る
と
き
に
記
載
の
順
に
補
充
さ
れ
ま
す
。
）

　
　

加　

藤　
　
　

紘　

氏　
　

元
町
５
丁
目
５９
番
地

　
　

境　
　
　

雅　

代　

氏　
　

東
境
町
児
山
２
２
３
番
地

　
　

林　
　
　

礼　

子　

氏　
　

小
垣
江
町
須
賀
１
０
２
番
地

　
　

高　

野　

ひ
ろ
子　

氏　
　

熊
野
町
６
丁
目
１８
番
地

固定資産評価審議委員会とは…
　固定資産課税台帳に登録された事項に関する不
服申し立てについて、審査決定をする機関です。
人権擁護委員とは…
　国民に保障されている基本的人権を守るた
め、法務大臣より委嘱されています。市長は
議会の意見を聞き、法務大臣に推薦します。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

平
成
２５
年
３
月
３１
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
再

び
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨
、
答
申
し
ま
し
た
。

（
任
期
は
３
年
で
す
）

平ひ
ら 

野の 

明あ
き 

夫お　

氏
（
３
期
目
）

小
垣
江
町
須
賀
２
２
３
番
地
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水
道
、
文
教
の
各
分
科
会
で
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

　

１２
月
２０
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
を
各
分
科
会
委
員
長
よ
り

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

�
９
億
７
８
１
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

�

４
８
５
億
４
，
６
８
２
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

�

７
６
０
億
５
，
８
２
７
万
円

（
社
会
福
祉
）

　

緊
急
時
に
、
適
切
な
措
置
が
速
や

か
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
対
し
、

か
か
り
つ
け
医
や
持
病
な
ど
を
記
入

し
た
「
情
報
シ
ー
ト
」
を
入
れ
る

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
配
付

し
ま
す
。�

４
０
８
万
円

（
耐
震
）

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
や
撤
去
な

ど
の
申
し
込
み
件
数
が
、
当
初
の
予

定
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、

予
算
を
増
額
補
正
し
て
耐
震
化
を
促

進
し
ま
す
。�

９
２
０
万
円

※
市
民
の
方
等
か
ら
貴
重
な
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
補
正
予
算
に

計
上
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
心
身
障
害
者
福
祉
事
業
費
と
し
て

�

３０
万
３
千
円

・
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
費
と

し
て�

８５
万
円

・
児
童
育
成
事
業
費
と
し
て

�

２９
万
円

・
成
人
保
健
事
業
費
と
し
て　
　
　

�

１
７
３
万
２
千
円

　

今
回
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
請
願
６
件
と
陳
情
６
件
は
、
各

委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
結
果
、
請
願

６
件
は
不
採
択
、
陳
情
は
２
件
が
採

択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
、
３
件
が
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
陳
情
に
伴
う
意
見
書

は
本
会
議
最
終
日
に
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。
（
意
見
書
の
全
文
は
ペ
ー
ジ

下
段
に
掲
載
）

（
請
願
）

▼
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し

な
い
こ
と
な
ど
国
に
意
見
書
提
出
を

求
め
る
請
願�

不
採
択

▼
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会
保

障
の
施
策
拡
充
に
つ
い
て
の
請
願

�

不
採
択

▼
す
べ
て
の
高
齢
者
に
月
額
３
・
３

万
円
の
年
金
を
支
給
す
る
よ
う
国
へ

の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

　

�

不
採
択

▼
年
金
支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
を
や

め
る
よ
う
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願�

不
採
択

▼
原
発
を
な
く
し
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
請
願

�

不
採
択

▼
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
と

保
育
・
学
童
保
育
・
子
育
て
支
援
予

算
の
充
実
を
求
め
る
請
願�

不
採
択

（
陳
情
）

▼
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
実

施
に
あ
た
っ
て
の
意
見
書
」
提
出
を

求
め
る
陳
情�

不
採
択

▼
愛
知
県
の
第
３
子
保
育
料
無
料
化

事
業
費
補
助
金
を
継
続
・
拡
充
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

�

不
採
択

▼
福
祉
・
保
育
労
働
者
の
処
遇
改

善
・
人
材
確
保
に
関
す
る
国
へ
の
意

見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

�

不
採
択

▼
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

�

採
択

▼
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

�

採
択

▼
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を
軽
減

し
、
学
費
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
市
町
村
独
自
の
授
業
料
助
成

の
拡
充
を
求
め
る
陳
情�

趣
旨
採
択

請
願
／
陳
情
の
結
果

愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

私
立
学
校
は
、
公
立
学
校
と
と
も
に
県
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
上
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
学
費
と
教
育
条
件
の
公
私
間
格
差

是
正
と
父
母
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
、「
経
常
費
２
分
の
１
助
成
（
愛
知
方
式
）」、「
授

業
料
助
成
」
な
ど
、
各
種
助
成
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
平
成
１１
年
度
に
経
常
費
助
成
が
総
額
１５
％
カ
ッ
ト
さ
れ
、
授
業
料
助
成
も

対
象
家
庭
が
縮
小
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
県
の
私
学
関
係
予
算
は
、
国
の
私
学
助
成
増
額

を
土
台
に
、
単
価
で
は
徐
々
に
増
額
に
転
じ
て
き
た
が
、
平
成
１９
年
以
降
は
一
進
一
退
と

な
り
、
こ
の
３
年
間
は
国
か
ら
の
財
源
措
置
（
国
基
準
単
価
）
さ
え
下
回
る
状
態
が
続
い

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒
減
と
も
重
な
っ
て
、
多
く
の
学
園
の
経
営

は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
私
学
の
父
母
負
担
を
見
て
も
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
初
年
度
納
付
金
で

６４
万
円
を
こ
え
、
授
業
料
助
成
と
入
学
金
補
助
を
差
し
引
い
て
も
、
納
付
金
は
平
均
で

約
４０
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
昨
今
の
不
況
も
重
な
っ
て
、「
経
済
的
理

由
」
で
退
学
し
た
り
、
授
業
料
を
滞
納
す
る
生
徒
が
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
過
重
な
学

費
負
担
の
た
め
、
私
学
を
選
び
た
く
て
も
選
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
層
が
ま
す
ま
す
広
が
り
、

学
費
の
公
私
格
差
が
学
校
選
択
の
障
害
と
な
り
、「
教
育
の
機
会
均
等
」
を
著
し
く
損
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
平
成
２２
年
度
か
ら
公
立
高
校
が
無
償
化
さ
れ
、
私
学
に
も

就
学
支
援
金
が
実
施
さ
れ
た
。
も
し
こ
の
支
援
金
が
、
日
本
一
と
言
わ
れ
た
愛
知
県
の

授
業
料
助
成
制
度
に
加
算
さ
れ
れ
ば
、
私
学
の
父
母
負
担
は
か
な
り
軽
減
さ
れ
た
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
県
は
深
刻
な
財
政
難
を
理
由
に
、
県
独
自
予
算
を
大
幅
に
縮
小
し
、

無
償
化
対
象
は
年
収
約
３
５
０
万
円
未
満
の
家
庭
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
乙

Ⅰ
（
年
収
約
６
１
０
万
円
未
満
）・
乙
Ⅱ
（
年
収
約
８
４
０
万
円
未
満
）
で
は
、
公
立
が

１１
万
８
千
８
百
円
軽
減
さ
れ
た
一
方
で
、
私
学
助
成
は
２
万
４
千
円
の
加
算
に
と
ど
ま
り
、

父
母
負
担
の
公
私
格
差
は
大
幅
に
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
立
高
校
が
無
償
化
さ
れ
た

関
係
で
、
私
立
高
校
は
生
徒
の
募
集
難
に
苦
し
み
、
私
学
教
育
本
来
の
良
さ
を
損
な
い

か
ね
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
私
学
も
、
公
立
と
同
様
に
、
公
教
育
を
担
う
教
育
機
関
で
あ
り
、
愛
知
県
下
の
高
校

生
の
３
人
に
１
人
は
私
学
で
学
ん
で
い
る
。
私
学
は
、
独
自
の
伝
統
、
教
育
シ
ス
テ
ム
に

も
と
づ
く
教
育
を
提
供
し
、
教
育
改
革
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。
私
立

高
校
は
、
生
徒
急
増
期
に
お
い
て
は
、
生
徒
収
容
で
多
大
な
役
割
を
担
う
な
ど
、「
公
私

両
輪
体
制
」
で
県
下
の
「
公
教
育
」
を
支
え
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
父
母
負

担
と
教
育
条
件
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
は
、
長
年
に
わ
た
る
県
政
の
最
重
点
施

策
で
も
あ
っ
た
。
確
か
に
、
県
の
税
収
減
な
ど
財
政
難
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ

う
し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
公
私
格
差
を
是
正
し
、
公
私
両
輪
体
制
を
充
実
す
る
強
い
姿

勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

愛
知
県
に
お
か
れ
て
は
、
父
母
負
担
の
軽
減
と
教
育
改
革
を
願
う
広
範
な
県
民
の
要

求
に
応
え
、
学
校
と
教
育
を
最
優
先
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
こ
そ
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
刈
谷
市
議
会
は
、
国
か
ら
の
支
援
金
を
加
算
し
、
父
母
負
担
軽
減
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
授
業
料
助
成
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
経
常
費
助
成
に
つ
い
て

も
国
か
ら
財
源
措
置
の
あ
る
「
国
基
準
単
価
」
を
保
障
し
、
学
費
と
教
育
条
件
の
「
公

私
格
差
」
を
着
実
に
是
正
で
き
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
平
成
２４
年
１２
月
２１
日

刈　
谷　
市　
議　
会

議決結果一覧表
・損害賠償の額を定める専決処分について� 了承
・専決処分について（平成２４年度刈谷市一般会計補正予算
　（第３号））� 承認
・選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について� 当選
・固定資産評価審査委員会委員の選任について� 同意
・人権擁護委員の候補者の推薦について� 異議ない旨答申
【企画総務委員会関係・３議案】� すべて可決
・刈谷市証人等の実費弁償に関する条例の一部改正について
・刈谷市交通安全条例の一部改正について
・刈谷市暴力団排除条例の一部改正について
【建設水道委員会関係・２議案】� すべて可決
・刈谷市公共駐車場条例の一部改正について
・刈谷市手数料条例の一部改正について
【文教委員会関係・２議案】� すべて可決
・刈谷市子ども相談センター条例の制定について
・指定管理者の指定について（北部生涯学習センター）
【平成２４年度補正予算関係・８議案】� すべて可決
・一般会計補正予算（第４号）　
・刈谷小垣江駅東部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
・刈谷野田北部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
・下水道事業特別会計補正予算（第１号）
・国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
・後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
・介護保険特別会計補正予算（第２号）　
・水道事業会計補正予算（第２号）
【請願・６件】
・生活保護基準の引き下げはしないことなど国に意見書
　提出を求める請願� 不採択
・介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての
　請願� 不採択
・すべての高齢者に月額３．３万円の年金を支給するよう
　国への意見書提出を求める請願� 不採択
・年金支給年齢の引き上げをやめるよう国への意見書
　提出を求める請願� 不採択
・原発をなくし、自然エネルギーへの転換を求める請願�不採択
・現行保育制度の堅持・拡充と保育・学童保育・子育て
　支援予算の充実を求める請願� 不採択
【議員提出議案　４件】� すべて可決
・国の私学助成の増額と拡充に関する意見書
・愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書
・刈谷市議会会議規則の一部改正について
・刈谷市議会委員会条例の一部改正について

救急医療情報キット

■
刈
谷
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
つ
い
て

　

平
成
２４
年
１０
月
１
日
よ
り
、
就
任
し
ま
し
た
。
（
再
任
）

　

教
育
長
は
教
育
委
員
会
の
委
員
か
ら
任
命
さ
れ
ま
す
。
教
育
委
員
会
事
務
局
の

事
務
を
総
括
し
ま
す
。
任
期
は
４
年
で
す
。

太お
お 

田た 

武た
け 

司し　

氏
（
６４
歳
）

小
垣
江
町
西
高
根
１
７
３
番
地


